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した。その主要な結果は、次の通りである。 
 1.三宝山亜帯は、構造的上位の緑色岩・石灰岩岩体で特徴付けられるジュラ紀新世後期－白亜紀古世前期コ
ンプレックスと、構造的下位の砕屑岩類を主とした白亜紀古世中期コンプレックスに２分される。両コンプレ
ックスは共にメランジュ相を示すが、含有異質岩塊の特性は大きく異なる。このことは、沈み込んだ海洋プレ
ートの相違を示唆する。 
 2.三宝山亜帯の石灰岩は、緑色岩中に含まれる暗灰色礫状石灰岩（三畳紀新世Carnian）と、灰白色大規模石
灰岩（三畳紀新世Norian-Rhaetian）に区分され、両者の形成年代が異なる。 
 3.石灰岩から産出する三畳紀新世サンゴ化石は、ヨーロッパ・アジア地域から報告された種類に類似する。 
 これらの結果をもとに、三宝山亜帯の形成過程を次のように考察した。三畳紀新世Carnianにテチス海に近い
パンサラッサ海域において、海山上に暗灰色石灰岩が形成され、次いで礫化した。三畳紀新世Norian-Rhaetian
には灰白色石灰岩が形成された。これらの緑色岩－石灰岩はジュラ紀新世後期－白亜紀古世前期に付加体の一
部に取り込まれた。ジュラ紀新世後期に新しく海洋プレートが形成され、このプレートの沈み込みによって、
構造的下位の白亜紀古世中期コンプレックスが形成された。 
 本論文で明らかにされた上記の検討結果と考察内容は、西南日本の中生代テクトニクスに新しい解釈を与え
るものである。また、これらの成果は地球史学・古生物学分野に大きく貢献するものである。よって、本論文
は博士（理学）の学位授与に値すると審査した。 
